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ヒロボーグループ会社概要
＜ヒロボー株式会社＞

設 立 １９４９年（昭和２４年）１０月１日

所 在 地 〒７２６－８６１４

広島県府中市本山町５３０－２１４

ＴＥＬ：０８４７－４１－６７８０（大代表）

ＦＡＸ：０８４７－４１－８９０２

資 本 金 ８０百万円

年 商 ４，２５８百万円（平成１９年度）

＜ヒロボー電機株式会社＞

設 立 １９７３年（昭和４８年）４月７日

所 在 地 〒７２６－８６１４

広島県府中市本山町５３０－２１４

ＴＥＬ：０８４７－４１－６７８０（大代表）

ＴＥＬ：０８４７－４１－６７８２（代表）

ＦＡＸ：０８４７－４１－６８５９

資 本 金 ２０百万円

年 商 ３，１８１百万円（平成１８年度）
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事業内容

＜ヒロボー㈱＞
ラジコン模型、産業用無人ヘリコプター、プラスチック製品（工業用、食品用、
化粧品用、医療用）の造・販売

＜ヒロボー電機㈱＞
エレクトロニクス機器、電子回路基板、無停電電源装置（ＵＰＳ）、住宅用分電
盤の製造
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ラジコンヘリコプターの技術開発と世界一戦略

他社の商品を真似る

他社とは一味違う技術を付け加える

基本的技術レベルの向上を図る

新しいニーズを生む

相手（競争会社）の強点をつく

国際的な人間関係をつくる

・・・国際販売 各国一代理店主義

ガゼール 美しさの追求

シャトル
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ヒロボーライブファクトリー施設紹介

2006年5月広島県府中市に国内初のラジコンヘリコプター・産業用
ヘリコプターの見学型工場、ライブファクトリーがオープンしました。

■ ライブファクトリーの果たす役割
１．地域社会に役立つ工場を目指す。

＝ 工場見学のできるファクトリー

２．ものづくりの街、地元府中の観光の一部としての役割
＝ 産業観光としての役割を果たす。

３．空への夢・憧れをお伝えする。
４．子供たちにモノづくりの楽しさを伝える。
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地域経済の活性化に向けて ～ニュービジネスの必要性～

大企業の誘致はすでにグローバル化しているため、地方はか
えって減少

中堅企業（ものづくり及び中小も含む）生産工場は海外（中国・
ベトナム・韓国）にシフト

合理化・効率化が進み、雇用も減少している

現

状

地産地消の環境作りとふるさと運動

地域の特産・特色ある技術のＪＰＡＮブランド化

オンリーワン・ナンバーワンのこだわりをもって地方の資源を

用いてビジネスの拡大

新しいビジネスおこしに地域の資源を活用

産学と観光を利用して人を招き入れる町づくり

地方にある資産家、俗に言う旦那衆の力を結集して町の活力、
企業のビジネスをおこす

対

策
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地域の特産・特色ある技術のＪＰＡＮブランド化

◆ニューヨーク府中家具展出展

松岡家具製造㈱ ㈱松創佐々木木工㈱

扉の表面をキャンバス見立て、“ちぎ
り絵”のように模様や木目を美しくし、
“和”を表現した商品。（６点）

ニューヨーク在住の２名のデザイナー
がデザインしたＴＶボードで貝や和紙を
取り入れた商品。（５点）

「サボア」は高級材料「マドレーナ」
を使い、アールデコを現代的に蘇
らせたシリーズ。「彩」は漆を贅沢
に使用した新しいジャパニーズモ
ダンスタイルの商品。（１０点）
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オンリーワン・ナンバーワンのこだわりをもって地方の
資源を用いてビジネスの拡大～府中市の企業～
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産学と観光を利用して人を招き入れる町づくり
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地方にある資産家、俗に言う旦那衆の力を結集して
町の活力、企業のビジネスを起こす

≪株式会社恋しき概要≫
所在地 広島県府中市府中町１７８番地

電 話 ０８４７－４１－５１４０

設立年月日 ２００５年１１月３０日

資本金 １２３，０００，０００円

（出資者７０の個人・法人より２億３６００万円の資金をうける）

事業内容 不動産管理

カフェ・小料理店

貸し会場の経営

イベント・パーティの企画、運営、実施

民芸品等観光用土産品の企画及び販売
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地域における産業活性化のメリットとデメリット

１、情報が埋もれなくて個性的
に発信される

２、労働力は豊富

３、ふるさとへのこだわり（企
業家継承される）がある

メリット

１、情報が集まりにくい

２、専門的高技術の人材が必

要であるが、ソフト技術が
育たない

３、輸出入をする場合、インフ
ラに恵まれていない

４、国・県の出先機関がない

５、大学・研究所など高度な技
術ソフトがない

デメリット
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新産業を起こす場合の具体的な問題点

１、新産業を起こす積極的な人材が地方には育ちにくい

２、後継者の育成と事業の継承

３、他地域と連携した販路開拓

４、情報のグローバル化への対応がしにくい（人との交流
が少ない、文化の交流によるグローバルな人間関係）

５、スタートＵＰ時点の資金難
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新産業を起こす場合の具体的な問題点と対策①

１、新産業を起こす積極的な人材が地方には育ちにくい

２、後継者の育成と事業の継承

a、専門的・個性的人材の育成を地方にて
新設専門大学院の構想

b、ＭＢＡや経営者との交流を積極的に導入し、
教育の受けやすい環境づくり

c、地方にprofessorが定住できる補助とインフラ整備
d、相続税や新事業への優遇税制の導入



13

新産業を起こす場合の具体的な問題点と対策②

３、他地域と連携した販路開拓

a、マッチング事業の全国展開
b、物流コストの低減
高速道路の全国展開と料金の低減
港湾整備及び、船等のスピード化

c、各国の保護貿易の撤廃
特に新興国においてもスピードを上げグローバル化の実現を図る

d、ＷＴＯの問題、工業所有権など、権利の保護の統一基準を作る
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新産業を起こす場合の具体的な問題点と対策③

４、情報のグローバル化への対応がしにくい（人との交流が少ない、
文化の交流によるグローバルな人間関係）

a、いろいろな会議を地方で開催する
都市に集中している人材を地方へ

b、地方都市の特色をいかして、その分野のトップが地方に集まり
生活ができる環境づくりをする

c、オンリーワン・ナンバーワン企業を育て世界から人々を集める
オンリーワン・ナンバーワン企業には行政としても支援をし、
人を集める努力をする



15

新産業を起こす場合の具体的な問題点と対策④

５、スタートＵＰ時点の資金難

a、ニュービジネスと認定した企業には数年間（３年程度）返済を猶予する
b、長期資金は、少なくとも１０年以上の特別援助をする
c、国として新しいビジネスを起こすためには、リスクをどうとるかである
→個人のリスクがあまりにも多いため、個人保証をベースにした資金
援助はやめる。

ｄ、４次元的リスク担保を考える
１次は保証担保力
２次は技術力
３次は信用
４次は時間 ※特に時間をリスク担保に活用する
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ニュービジネスを成功する
もっとも大事なことは、時間
（生命）をかけて、とことんや
りぬくことである。


	地域経済の活性化に向けて
	ヒロボーグループ会社概要
	事業内容
	ラジコンヘリコプターの技術開発と世界一戦略
	ヒロボーライブファクトリー施設紹介
	地域経済の活性化に向けて　～ニュービジネスの必要性～
	地域の特産・特色ある技術のＪＰＡＮブランド化
	オンリーワン・ナンバーワンのこだわりをもって地方の資源を用いてビジネスの拡大～府中市の企業～
	産学と観光を利用して人を招き入れる町づくり
	地方にある資産家、俗に言う旦那衆の力を結集して町の活力、企業のビジネスを起こす
	地域における産業活性化のメリットとデメリット
	新産業を起こす場合の具体的な問題点
	新産業を起こす場合の具体的な問題点と対策①
	新産業を起こす場合の具体的な問題点と対策②
	新産業を起こす場合の具体的な問題点と対策③
	新産業を起こす場合の具体的な問題点と対策④

